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ごん紺害紹忍改り

令和6年8月20日発行
No.326 

御殿場市社会福祉協議会
〒412-0042 御殿場市萩原988-1
TEL 0550-70-6801 
HP https:/ /gosyakyo.jp/ 
E-mail info@gosyakyo.jp 

ふれあい抽選勢

引き馬体験コーナーや手作りコー
ナーでは、日頃なかなかできな
い責重な体験ができます。

表紙左下の三角抽選券をお持ちい
ただくと抽選会に参加できます。

福祉施設の職員等が、施設のPRを
,, しながら、たこ焼き・焼きそぱ・

フランクフルトなど腕を振
るいます。

豪華賞品を用意しております。

殿場市

＼さな手か

～ふぐじまうり～
市民の皆さんと福祉に関係する
様々な機関・団体・個人が、一堂に
会し、交流し、思いやりの心で明る
く住みよい御殿場市を創るために
開催します。

,. 屋外・屋内ステージで大道芸・ダン
ス・歌・劇などたくさんのショー
がありますので是非御覧く
ださい。

、、視覚に障害がある方のための、音声による社協だよりもあります。 匡桓且市立図書館 ff82-0391 
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第41回御殿場市ふれあい広場屋外（芝生広場）会場案内園

¥¥  [ 
団体名 1 出店内容

··本部関連
··出店団体
··車両を使用する団体

A 本部

B 本部

1 御殿場市ボランティア連絡協議会
2 災害ボランティアコーディネーター御殿場
3 社会福祉法人すぎなむつみ作業所

4 御殿場ワイズメンズクラブ
5 社会福祉法人ステップ・ワン
61NPO法人のぞみ作業所

7 社会福祉法人武蔵野会さくら学園

8 労協御殿場地域福祉事業所つばさ
9 大坂昭和会
10 社会福祉法人ふじの郷さつき学園

11 社会福祉法人十字の園御殿場十字の園
12 わらび会

13 御殿場ライオンズクラブ

14 公益社団法人隊友会御殿場・小山支部

15 社会福祉法人野菊寮

16 社会福祉法人富岳会富岳の郷

17 公益社団法人御殿場市シルバー人材センター

18 社会福祉法人福祉を共に考える会つどいの家

19 社会福祉法人富岳会富岳の園

20 御殿場カルチャーファーム

21 社会福祉法人富岳会マハロ

22 御殿場市地域公共交通協議会

23 御殿場市立図書館

来賓受付、案内園配布

来賓•本部員席・ステージ音響機材等

V連協会報誌配布、射的・東日本大震災復興支援海産物の販売

災害時必需品の展示

たこ焼き・ジュース・くじ・ガラポン・東日本大震災復興支援食品・クッキー・かりんとうの販売

ヨーヨー釣り •YMCA東山荘グッズの販売

ライスカレー・かき氷・ホットドッグ・ハンバーガー・フランクフルト・焼きそば・惣菜・園芸品の販売

ホットドッグ・スーパーボール釣り・園芸品・染色品の販売

作業作品・食品（揚物）の販売

抽選ゲーム・輪投げ•利用者の作品の販売

バザー用品・農作物の販売

スーパーボールすくい・エ芸作品・花の販売、パンフレットの配布

広報誌・パンフレットの配布、スクイーズ当てくじ・スーパーボールすくい・クッキ一・ラスク•手芸品の販売

パネル展示、パンフレットの配布

献眼登録受付、輪投げ、ジュース・文具の無料提供

ポップコーン・綿菓子の販売

焼き菓子・手作り作品・フランクフルトの販売

自主生産品•あげたこ•炊込みご飯の販売

リーフレットの配布

ゲームコーナー•お菓子・ジュース等の販売

パン・焼き菓子・おにぎり•丼ぶり・フランクフルト・野菜の販売

引き馬体験

青果の販売

廃品・バスグッズの販売

移動図書館の展示・貸出

第41 回ふれあい広場テーマ「ふれあいの小さな手から大きな輪」

‘
‘
‘
‘
‘
9

鳴
5
4

‘
‘
‘
、
、

y
‘
‘
、

f
、
ム

―
―
、



3
 
第41回御殿場市ふれあい広場屋内(1 階•2階）会場案内園

階段 2

. . ' 四四・
日日

かコ出'’'回日l園

. 
交流ロビー
拿疇

四 m

階段 3

··本部関連
··出店団体

※地下 1 階デイサービスセンター「すまいる」
1 階「子ども家庭センター」は、通常どおり業務を行っています。

団体名 出店内容
C 本部

D 本部

24 しずおかkaigoカフェ

25 生活クラブ協同組合御殿場支部

26 むすび御殿場ぐみ沢

総合案内、救護

屋内ステージ

活動PR、お菓子の配布

パネル展示、石鹸の試作品の配布、食品（消費材）の試食・販売

パネル展示、ドリンク•自主製作品の販売

27 御殿場小山地区精神保健福祉会つくし会日用品・乾物等の販売

28 家庭倫理の会御殿場市 チラシ•小冊子の配布

29 静岡県立御殿場特別支援学校 生徒による活動紹介、作業製品の販売

30 御殿場特別支援学校PTA 未使用品・手作り品の販売

31 御殿場市赤十字奉仕団 パネル・炊出し用包装食袋の展示

32 御殿場市婦人会連絡協議会 日用品・古着•野菜・米の販売

33 社会福祉法人飛翔の会やまいも倶楽部 塩焼きそばの販売、パネル展示

34 静岡県交通安全協会御殿場地区支部 交通安全に関する啓発品・チラシの配布

35 御殿場市キャラバン・メイトの会 認知症に関するパネル展示、チェックシート・クイズ（お菓子の景品）の実施

36 ボーイスカウト御殿場・小山地区 活動紹介、ロープ結び体験

37 御殿場市手をつなぐ育成会 バザー品の販売

38 ガールスカウト静岡県第33 団 バザー品の販売

39 ガールスカウト静岡県第34団 バザー品の販売

40 静岡県看護協会東部地区支部 健康相談

41 御殿場地区薬物乱用防止指導員協議会 啓発資材の配布、啓発パネルの展示、薬物乱用防止の啓発活動

42 生活介護事業所あけぼの 輪投げ、キーホルダーの製作

43 御殿場市保育の会 手作りコーナー、手遊び、読み聞かせ

44 シニアクラブ御殿場市 紙風船·折り紙・だるま落とし等の体験コーナー、手芸作品の販売

45 御殿場鍼灸マッサージ師会 無料奉仕治療

46 要約筆記サークルさくらんぼ パンフレット・お菓子の配布、「きこえの相談」の実施

47 手話サークル「わらじ友の会」 ミニ手話講座、手話に関するパネル展示、本の展示、DVDの放映

481 N PO法人市民活動広場ふらっと御殿場パネル展示、お菓子の販売（くじ）

49 北駿地区労働者福祉協議会 フードドライブの実施

so 御殿場市子ども家庭センター モザイクアート制作・展示

※出店場所・内容が変更になる可能性があります。

第41 回ふれあい広場テーマ「ふれあいの小さな手から大きな輪」
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第41 回御殿場市ふれあい広場本部からのお知らせ
■前日準備のため、 9月27日（金）は、市民交流センター「ふじざくら」の芝生広場を終日利用することができません。

■多くの来場者が予想されます。駐車場は限りがありますので、乗り合わせて御来場いただくか、
できる限りシャトルバス、公共交通機関の御利用をお願いいたします。（シャトルバスは当日のみ運行）

■お車でお越しの場合、指定駐車場以外の場所への駐車は御遠慮ください。

市彼所担「9恥じさ‘ぐしら＼」間無料シャ
●昴枯臼孔ぽ1, E揺↑1.II 匹輝特91 市民交流センター「ふじざくら」駐車場の混雑緩和

のために、市役所2

玄関前までを結ぶシャトルバス··,~--\
を運行いたします。車両は、

シャトルバスとリフト付き

ワゴン車（車椅子の方用）の
vいー―’ • •「· t 

2台です。是非御利用ください。

シャトルバス

駐車場の御案内ぽ巳竺9ど竺雙合』懇想門：：；；；召竺巴竺堕ま車は御遠慮ください。 1 

＊ふれあい広場
来場客用
駐車場 — £し富士譴行

市民交流センターに来館する際は富士急行バスの補助券を御利用ください。

利用補助券配布場所 補助券の種類
●市民交流センター総合案内
●市役所社会福祉課

●駅前サービスセンター

※利用申請書に住所・氏名を御記入ください。その場ですぐに補助券をお渡しします。

一

●大人用（利用者負担100円）
●子供・障害者用

（利用者負担なし）

（令和6年8月 1 日改定）

御殿場駅ご青少年交流の家
(1 日7往復運行）

----8:35 8:43 9:09 9:20 

9: 40 I 9: 48 11 0: 14 11 0: 25 

11 : 00 111 : 08 111 : 34 111 : 45 

12: 40 112: 48 113: 14 113: 25 

、 19

JR御殿場駅バス乗り場
く 1 番線＞
青少年交流の家行

市民交流センター
●正面玄関前バス乗り場

14:40 14:48 15:14 15:25 ::、ii:旦塁嬰店れる場
15: 40 115: 48 116: 14 116: 25 富士急モピリティ

霊需ンター ＇至籍楓ー至箱根 16:4016:48 17:14 17:25 し言。333)へお知らせ
市民交流センターふじざくら 〒412-0042 静岡県御殿場市萩原988番地の 1 開館時間：午前9時～午後9時30分（第 1 月曜日と年末年始休館）

＊御殿場平安典礼会館駐車場は御葬儀等が行われる場合は駐車できませんので御了承ください。

一
回ぶれあ

第41 回御殿場市ふれあい広場の開催に当たり、抽選所の運営などをお手伝いいただけるポランティア
を募集します。「ふくっび～」と一緒にふれあい広場を盛り上げましょう！！

、日皿9 令和6年9月28日（土） 9:00~1s:oo

侑9 市民交流センター「ふじざくら」

豹置冨清高校生以上の市民

~10名
¢l~ 抽選所運営など

G置t置凸市社協地域福祉課 電話70-6801 FAX89-5501 
ヽ五·-bl9 令和 6年9月 12日（木）

一
緒
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

第41 回ふれあい広場テーマ「ふれあいの小さな手から大きな輪」
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能登町 能登半島地震発生に係る
災害ボランティアセンターヘの
職員派遣・ボランティア活動

令和6年 1 月 1 日（月）に発生した能登半島地震は石川県北部を中心に甚大な被害をもたらしました。

市社協から職員 1 人を能登町災害ボランティアセンターヘ派遣し、災害ボランティアコー

ディネーター御殿場は輪島市でポランティア活動を行いました。

会
員
勝
俣
三
郎

災
害
v
c

御
殿
場
の
会
員
は
、
3

月
に
2

人
、5

月
に
3

人
の
計
5

人
で
能
登
半
島
地
震
被
災
地
の

輪
島
市
に
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

夜
通
し
9

時
間
あ
ま
り
走
り
続
け
、
翌
日
未
明

現
地
に
着
き
、
眼
に
飛
び
込
ん
で
き
た
光
景
は
、

3

カ
月
も
経
過
し
て
い
る
の
に
被
災
当
日
の
テ

レ
ピ
ニ
ュ
ー
ス
映
像
そ
の
も
の
。
輪
島
の
朝
市
は

＿
面
茶
色
に
染
ま
っ
た
焼
け
跡
で
し
た
。

3

月
は
、
輪
島
市
社
協
さ
ん
が
金
沢
な
ど
に
避

難
さ
れ
て
い
る
被
災
者
に
連
絡
を
し
て
く
れ
、
家

族
立
会
い
の
も
と
、
倒
れ
防
止
対
策
を
し
た
倒
壊

家
屋
の
2

階
床
と
1

階
天
井
を
切
断
し
て
潜
り

込
み
、
家
財
や
貴
重
品
等
の
取
出
し
を
し
ま
し

た
。
探
し
て
い
た
物
全
て
が
見
つ
か
り
、
家
族
の

喜
び
か
ら
3

カ
月
の
心
配
が
解
け
た
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

5

月
は
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
全
日
を
輪
島
市
の

中
心
に
鎮
座
す
る
「
重
蔵
神
社
」
の
片
付
け
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
凡
人
の
私
た
ち
が
名
高

い
神
社
の
片
付
け
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
心
洗
わ
れ
、
こ
の
上
な
い
心
豊
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
精
＿
杯
支
援
活
動
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
御
殿
場

静
岡
県
下
社
会
福
祉
協
議
会
が
所
属
す

る
「
関
東
B

ブ
ロ
ッ
ク
」
の
＿
員
と
し
て
、
能

登
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
支

援
に
当
た
り
ま
し
た
。

発
災
か
ら
5

カ
月
が
経
っ
て
い
る
と
は

思
え
な
い
惨
状
が
広
が
り
、
多
く
の
家
屋
が

全
壊
・
半
壊
の
被
害
を
受
け
、
復
興
ま
で
に
は

ま
だ
ま
だ
時
間
が
掛
か
る
様
子
で
し
た
。

連
日
金
沢
駅
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス

で
約
3

時
間
掛
け
、
1

日
に
約

2
0人の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
が
一
生
懸
命
に
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

被
災
者
の
方
々
と
直
接
関
わ
り
、
災
害
ご

み
の
片
付
け
等
の
依
頼
を
受
け
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
が
安
心
し
て
活
動
が
で
き

る
よ
う
、
派
遣
人
数
や
必
要
な
資
機
材
の
見

立
て
を
行
う
現
地
調
査
を
主
に
担
当
し
、
被

災
者
に
寄
り
添
い
、
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

私
自
身
、
地
震
災
害
で
の
災
害
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
は
、
初
め
て
の
経
験

で
し
た
が
、
当
市
で
も
大
規
模
災
害
が
い
つ

起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
経
験
を

例
年
行
っ
て
い
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本

部
立
ち
上
げ
訓
練
等
に
い
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

地
域
福
祉
課
主
事

長
山
太
亮

【
派
遣
期
間k
6
月
4

日
＼
6

月
1
0日
】

社会福祉協議会は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
御
殿
場
市

連
合
会
に
は
4
1ク
ラ
ブ
が
所

属
し
て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
大
会
で
は
、
第
1

部
で
、

永
年
役
員
と
し
て
功
労
の

あ
っ
た
方
と
優
良
ク
ラ
ブ
の

表
彰
、
米
寿
・
白
寿
の
会
員
の

お
祝
い
。
杉
名
沢
長
寿
会
女

性
部
長
大
庭
秀
子
様
の
「
男

の
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」
、
大

坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
富
士
岡
女

性
支
部
長
杉
山
い
と
ゑ
様
か

ら
「
大
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

3

つ
の
活
動
」
と
題
し
て
、
活

動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

第
2

部
で
は
、
落
語
家
「
林

家
久
蔵
師
匠
」
を
お
呼
び
し

て
「
笑
い
で
健
康
長
寿
を
伸

ば
そ
う
」
の
演
目
で
本
格
落

語
講
座
を
上
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
3

部
で
は
、
同
好
会
か

ら
民
踊
と
合
唱
、
ク
ラ
ブ
の

発
表
は
4

ク
ラ
ブ
か
ら
＿
芸

披
露
を
し
て
い
た
だ
き
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

白寿を迎える大正十四年度生まれの会員
を代表して、とてもお元気な九十九歳の中
畑東区悠々クラブ鈴木あき様に御祝をお
渡ししました。

他の見本となる活動をされた 3 クラブ
（二の岡長寿クラブ・中畑西区シニアク
ラブ・清後芙蓉クラブ）へ優良クラブ賞
を授与しました。

▲林家久蔵師匠

▲支援員19人が集まりました。

▼熱海市‘‘こつこつ’'様による発表

式典には25名の来賓の方々からお祝いのお言葉
を頂き盛大に大会を終えられました。

熱
海
市
有
償
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ご

つ
こ
？
現
役
協

力
会
員
様
か
ら
体

験
談
を
お
聞
き

し
、
改
め
て
こ
の

事
業
の
原
点
や
基

本
的
な
考
え
方
を

皆
で
共
有
し
ま
し

た
。ま

た
、
後
半
は
喫

緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
「
ご
み
出

し
」
の
こ
と
、
夏
場

に
激
増
す
る
「
草

取
り
」
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

のしくみ
如—ト

'~ f!'¥ --

一鼻
-』 9

ヽ

f:紐
櫨置IA. 疇•!·"甘遭i

ったかサポー

＿
ア
ク
ラ
ブ
御
殿
場
市
大
会

第
6
1回
シ
一

•
I
n市民
会
館

「
の
ば
そ
う
健
康
寿
命
！
担
お
う
地
域
づ
く
り
を
！
」

住
民
参
加
型
生
活
支
援
事
業

「
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
」

支
援
員
研
修
連
絡
会

社会福祉協議会は、成年後見事業を推進しています。
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▲たくさんの食料品が寄せられました

\ 
▲お菓子の袋詰めも

「
子
ど
も
食
堂
」
の
活
動
体
験
と
し
て
、
実
際
に
カ
レ
ー
作
り
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
と
行
い
ま
し
た
。
更
に
御
殿
場
・
小
山
フ
ー
ド
バ
ン
ク
協
議
会
へ
寄
附
さ

れ
た
食
料
品
を
困
窮
世
帯
や
子
ど
も
食
堂
等
へ
お
届
け
す
る
た
め
に
仕
分
け
・

梱
包
作
業
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人

が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
や
、
運
営
す
る
人
の
想
い
・
地
域
の
支
援
活
動
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
5
0名の
中
高
生
の
参
加
が
あ
り
、
「
同
じ
歳
の
人
が
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
人
々
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
良

い
体
験
が
で
き
た
」
「
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
本
当
に
す
ご
い
と
思
っ
た
。
定
期
的
に
こ
う
し
て
活
動
を
継
続

し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
自
分
も
人
の
役
に
立
つ
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
強
く
思
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

次
世
代
を
担
う
中
高
生
が
、
身
近
な
地
域
の
困
り
事
に
関
心
を
持
ち
「
福

祉
」
を
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
る
大
変
良
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

7/3 

-----▲たくさんの玉ねぎをむきました

中
高
生
福
祉
体
験

＼
人
の
役
に
立
つ
活
動
を
し
て
い
き
た
い
S

市
内
の
小
、
中
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
全
2
0校

の
担
当
教
員
を
対
象
と
し
て
御
殿
場
市
福
祉
教
育
実
践
校

研
修
・
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
・
連
絡
会
は
、
市
内
各
校
の
効
果
的
な
福
祉
教

育
の
実
践
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

静
岡
福
祉
大
学
学
長
増
田
樹
郎
様
を
講
師
に
迎
え
、

「
地
域
福
祉
教
育
の
実
践
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
視
点
s

副
読
本
の
作
成
を
と
お
し
て
考
え
る
こ
と

s

」
を
テ
ー
マ

に
講
義
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
各
校
か
ら
の
実
践
報
告
及
び
情
報
交
換
で
は
、

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
福
祉
教
育
に
取
り
組
む
様

子
が
報
告
さ
れ
、
増
田
先
生
か
ら
は
、
「
福
祉
教
育
を
通
し

て
子
供
た
ち
に
成
果
を
見
せ
て
、
子
供
同
士
で
シ
ェ
ア
し

て
考
え
る
場
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
」
な
ど
の
御
助
言
を

頂
き
ま
し
た
。

今
後
、
市
内
の
福
祉
教
育
の
よ
り
＿
層
の
充
実
が
期
待

さ
れ
る
有
意
義
な
研
修
・
連
絡
会
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
教
育
実
践
校

研
修
・
連
絡
会

社会福祉協議会は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。
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「
出
会
い
の
場
を
チ
ャ
ン
ス
に
！
」

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

6

月

2
9日
（
土
）
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が

ら
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
御
殿
場

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
遊
戯
協
会
の
勝
間
田
真
さ
ん
を
再

び
講
師
に
お
迎
え
し
、
軽
快
な
進
行
と
参
加
者
の
皆

さ
ん
が
創
り
出
す
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
見
事
3

組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

お
か
げ
様
で
昨
年
度
は
4

人
の
方
々
が
結
婚
い

た
し
ま
し
た
。

現
在
、
こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た
パ
—
テ
ィ
ー
で

カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
た
2
5
3

組
が
結
婚
に
向
け
て

誠
実
に
お
付
き
合
い
中
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
引

き
続
き
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
社
協
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
が
少
し
で
も
皆
さ

ん
の
出
会
い
の
き
っ
か
け
の
場
と
し
て
、
お
役
に
立

て
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る
企
画
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
す
ま
い
る
」
は
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く
ら
」
に

併
設
さ
れ
て
い
る
定
員
3
5人の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
す
。

安
心
安
全
で
居
心
地
の
良
い
空
間
と
、
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し
て
い
た

だ
け
る
時
間
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

《
日
常
を
御
紹
介
》

1
5
送
迎
車
で
迎
え

Ri
 鐸

受
付
．
健
康
チ
ェ
ッ
ク
•
お
茶

0゚

入
浴
・
趣
味
活
動
・
歩
行
訓
練

゜③
昼
食
・
休
憩

一3
0ゲ
ー
ム
・
体
操
·

侶
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

細
カ
ラ
オ
ケ
f

C

繹
お
や
つG

1

5

3

 

6

送
迎
車
で
送
り

一■
御
利
用
の
際
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

口
見
学
や
お
試
し
利
用
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
相
談

く
だ
さ
い
。
電
話
(
0
5
5
0
)
7
0
,
6
8
0
7

市
社
協
介
護
事
業
所
で
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
？

デ
イ
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
介
護
職
員
（
介
護
福
祉
士
・
介
護
職
員
初
任
者

研
修
修
了
等
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
）
を
募
集
中
で
す
。

口
履
歴
書
・
資
格
証
明
で
の
書
類
選
考
の
後
、
面
接
に
よ
り
、
採
否

を
決
定
し
ま
す
。

口
給
与
、
勤
務
形
態
・
休
日
等
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
社
協
介
護
事
業
課
電
話

(
0
5
5
0
)
7
0
-
6
8
0
5

了
河

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
す
ま
い
る
」

ミ
ニ
手
話
体
験
教
室

参
加
者
募
集
＂
＂

手
話
の
基
礎
、
手
話
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
、
あ
い
さ
つ
の
表
現
な
ど

を
学
び
ま
す
。

＇
令
和

6

年
1
1月
6

日
、
1
3日、
2
0日、

2
7日（
毎
週
水
曜
日
全
4

回
）

午
後
7

時
か
ら
8

時
3
0分ま
で

＇
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

1

階
第
1
.
2

会
議
室

mmm-

’ 
高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・

通
学
者
で
初
心
者
の
方

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
、
指

文
字
、
挨
拶
の
手
話
、
手
話
で
の
自

己
紹
介
ほ
か

＇
無
料

,
2
0

名
（
先
着
順
）

,
8

月
2
1日
（
水
）
か
ら9月
2
0日（
金
）
ま

で
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

市
社
協
地
域
福
祉
課

電
話

(
0
5
5
0
,
7
0
,
6
8
0
1
)

F
A
x
(
0
5
5
0
,
8
9
,
5
5
0
1
)
 

社会福祉協議会は包括的相談体制整備事業の実施に取り組みます。




